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　2024 年 10 月、国内初の経鼻 ( 鼻腔噴霧型 ) インフルエンザワクチン、フルミスト点鼻液（一般名：
経鼻弱毒生インフルエンザワクチン）が発売されました。接種対象者は 2 歳以上 19 歳未満で、既
存の不活化インフルエンザ HA ワクチンに比べ、「注射せず痛くない」「１回の接種で済む」などの
メリットがあります。
　インフルエンザは、健康な人ではシビアな全身症状があったとしても、命に別状はありません。
しかし乳幼児や高齢者が罹患すると、急性脳症（乳幼児）や続発性細菌性肺炎（高齢者）などの重
度合併症を引き起こすことがあります。インフルエンザに関連する超過死亡数は、年間 1 万人を超
えると推定されています。　
　臨床的に問題となるインフルエンザウイルスは、A 型と B 型株です。1 つの宿主細胞に複数のウ
イルスが重複感染すると、遺伝子の一部が入れ替わるリアソータント（遺伝子再集合）という現象
が起こります。フルミスト点鼻液は、A 型 2 種と B 型 2 種の４価のリアソータントウイルス株から
なります。低温（25度）で効率よく増殖する株を継代培養して弱毒ウイルスを作成します（低温馴化）。
B 型株は 37 度、A 型株は 39 度で増殖しにくくなります（温度感受性）。感染モデルのフェレット
を発症させません（弱毒化）。鼻腔内に噴霧すると、上部気道 (33 度 ) の上皮細胞で増殖して獲得免
疫を誘導しますが、肺などの下部気道 (37 度 ) では活性が著しく低下します。生ワクチンなので、
細胞性免疫（T 細胞による直接攻撃）と液性免疫（B 細胞による抗体産生）の両方を誘導します。
重症化予防効果がある血中 IgG 抗体だけでなく、皮下注では誘導できない粘膜上の分泌型 IgA 抗体
も産生し、鼻粘膜や咽喉からのウイルス侵入を防ぐ発症予防効果が期待されます。不活化インフル
エンザ HA ワクチンとほぼ同等の効果が認められました。海外では、2003 年に米国で承認され、適
応年齢が米国 49 歳以下、EU17 歳以下と日本とは異なります。高齢者は免疫応答が弱いため適応対
象外となります。そのほか製剤の有効期限が 15 週間と短いこと、皮下接種ワクチンには公費補助
があるが経鼻噴霧ワクチンにはない自治体があるなどのデメリットがあります。　
　日本小児科学会は『経鼻弱毒生インフルエンザワクチンの使用に関する考え方』を公表し、2～
19 歳未満に対しては、不活化インフルエンザ HA ワクチンと経鼻弱毒生インフルエンザワクチンを
同等に推奨する。喘息患者、授乳婦、周囲に免疫不全患者がいる場合は不活化インフルエンザ HA
ワクチンを推奨する。これは被接種者から未接種者への水平伝播のリスクが懸念されるためです（い
わゆるシェディング）。また、生後 6ヵ月～2歳未満、19歳以上、免疫不全患者、無脾症患者、妊婦、
ミトコンドリア脳筋症患者、ゼラチンアレルギーを有する患者、中枢神経系の解剖学的バリアー破
綻がある患者に対しては、不活化インフルエンザHAワクチンのみを推奨するとしています。
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経鼻弱毒生インフルエンザワクチン（フルミスト点鼻液）

フルミスト点鼻液
（第一三共）

インフルエンザHAワクチン
（デンカ、KMB、微研）

効能・効果 インフルエンザの予防インフルエンザの予防

投与経路 皮下投与経鼻投与

対象年齢 6ヶ月以上2歳以上 19 歳未満

投与回数 １３歳未満　２回接種
それ以外　　１回接種

１回

製剤の有効期間 1年間15 週間

種類 不活化ワクチン弱毒生ワクチン

獲得免疫 液性免疫細胞性免疫と液性免疫

効果持続期間 ５ヶ月程度１年間程度

水平伝播の可能性 感染性がないので、
水平伝播することはない

まれではあるが、可能性はある
（接種後１～２週間は重度の
免疫不全者と接触を避ける

経鼻弱毒生インフルエンザワクチン

A型株 A/ ノルウェー /31694/2022（H1N1）
A/ タイ /8/2022（H3N2）

B型株 B/ オーストリア /1359417/2021（ビクトリア系統）

一般名

保険給付の対象とならない（薬価基準未収載）薬価

フルミスト点鼻液販売名

製造株
（WHOの推奨株）

弱毒化したウイルスを使った「生ワクチン」なので、
妊婦や免疫抑制状態の人には使用できない

接種不適当者

第一三共株式会社会社名

インフルエンザの予防効能・効果

2歳以上 19 歳未満の者に、0.2mL を 1回
（各鼻腔内に 0.1mL を 1噴霧）、鼻腔内に噴霧する

用法・用量

重大な副反応として、ショックおよびアナフィラキシー。その他
の副反応として、鼻閉・鼻漏、咳嗽、口腔咽頭痛、頭痛など

副反応

副腎皮質ホルモン剤（経口剤、注射剤）
免疫抑制剤（経口剤、注射剤）

併用禁忌

精製ゼラチン（安定剤）、卵由来の尿膜腔液成分を含有する備考

使用に際しては、電子添文と RMPを必ずお読み下さい。

表　弱毒生ワクチンと不活化ワクチンの違い




